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◇人と地域が主体のまち�
◇人が集まり、豊かに�
　　すごせる魅力あるまち�
◇活躍する人が育つまち�

市の将来都市像�
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今
回
の
補
正
額
は
、
一
般
会
計
５
億

４
９
４
８
万
９
千
円
、
特
別
会
計
９
３

７
５
万
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
、
６
億
４
３
２
３
万
９
千
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
入
の
主
な

も
の
は
、
財
産
収
入
４
億　

万
円
、
使

３０

用
料
及
び
手
数
料
７
０
９
３
万
４
千

円
、
市
債
５
５
１
０
万
円
と
な
っ
て
い

補補補補補補補補補補
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補

正

予

算

案

ま
す
。
同
じ
く
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

土
木
費
２
億
４
１
１
４
万
円
、
民
生
費

１
億
４
０
９
８
万
１
千
円
、
総
務
費
１

億
１
７
１
０
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

補
正
後
は
、
一
般
会
計
１
１
４
０
億

７
９
１
６
万
２
千
円
、
特
別
会
計
（
企

業
会
計
含
む
）
１
０
２
９
億
９
８
７
７

万
３
千
円
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

合
計
で
２
１
７
０
億
７
７
９
３
万
５
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
補
正
後
の
内
訳
は
歳
入

で
は
市
税
６
１
９
億
６
５
１
万
７
千
円

（
構
成
比　

・
３
％
）
、
国
庫
支
出
金

５４

１
３
０
億
７
５
９
万
６
千
円
（
同　

・
１１

４
％
）
、
市
債　

億
９
０
６
０
万
円

９４

（
同
８
・
３
％
）
、
都
支
出
金　

億
１

９４

０
９
０
万
４
千
円
（
同
８
・
３
％
）
、

地
方
消
費
税
交
付
金　

億
６
８
９
４
万

３９

５
千
円
（
同
３
・
５
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
３
８
６
億
６
１

８
６
万
２
千
円
（
構
成
比　

・
９

３３

％
）
、
土
木
費
１
５
６
億
９
４
０
４
万

３
千
円
（
同　

・
７
％
）
、
教
育
費
１

１３

５
３
億
５
５
５
４
万
９
千
円
（
同　

・
１３

５
％
）
、
公
債
費
１
３
７
億
７
８
７
２

万
３
千
円
（
同　

・
１
％
）
、
総
務
費

１２

１
３
０
億
８
６
５
９
万
４
千
円
（
同　
１１

・
４
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い

る
科
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り

で
す
（
１
万
円
未
満
は
切
り
捨
て
）
。

【
総
務
費
】

　

つ
く
し
野
セ
ン
タ
ー
施
設
改
修
工
事

費
（
７
６
８
０
万
円
）

【
民
生
費
】

　

仮
称
相
原
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
整
備
工
事
費
（
６
７
８
０
万

円
）

【
衛
生
費
】

　

塵
芥
収
集
車
購
入
費
（
２
１
２
０
万

円
）

【
土
木
費
】

　

放
置
自
転
車
等
移
送
料
改
定
周
知
業

務
委
託
料
（
５
９
４
万
円
）

【
教
育
費
】

中
央
図
書
館
図
書
購
入
費
（
１
０
８
７

万
円
）

○
２
０
０
４
年
３
月
に
答
申
が
行
わ
れ

目
的
を
達
成
し
た
た
め
に
条
例
を
廃
止

す
る
「
町
田
市
長
期
計
画
審
議
会
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
」

○
２
０
０
４
年
３
月
に
答
申
が
行
わ
れ

目
的
を
達
成
し
た
た
め
に
条
例
を
廃
止

す
る
「
町
田
市
庁
舎
問
題
検
討
委
員
会

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」

○
長
期
計
画
審
議
会
及
び
庁
舎
問
題
検

討
委
員
会
が
６
月
議
会
で
廃
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
中
規
定
さ
れ
て
い

る
二
つ
の
審
議
会
を
削
除
す
る
「
町
田

市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

○
占
用
料
を
免
除
す
る
組
織
の
名
称
変

更
及
び
占
用
料
の
改
正
を
行
う
「
町
田

市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

○
占
用
料
の
改
正
を
行
う
「
町
田
市
特

定
公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

○
開
発
行
為
等
の
宅
地
開
発
事
業
に
つ

い
て
、
整
備
す
べ
き
公
共
公
益
施
設
等

の
基
準
や
手
続
き
を
定
め
る
と
と
も

に
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可

基
準
等
を
定
め
る
「
町
田
市
宅
地
開
発

事
業
に
関
す
る
条
例
」

○
小
山
町
の
一
部
が
小
山
ヶ
丘
に
町
名

変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
小
山
ヶ

丘
小
学
校
の
位
置
を
変
更
す
る
「
町
田

市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な

ど
で
す
。

　

梅
雨
を
迎
え
、
長
雨
や
集
中
豪
雨

の
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
時
期
は
、
雨
に
よ
り
地
盤
が
ゆ
る

ん
だ
り
、
崖
や
よ
う
壁
な
ど
が
崩
れ

て
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
囲
の
安
全
を
確
か

め
、
危
な
い
石
積
み
や
土

留
め
は
補
強
し
、
雨
水
の

排
水
を
よ
く
す
る
な
ど
、
安
全
対
策

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
関
係
機
関
か
ら
よ
う
壁
の
改

善
等
の
勧
告
を
受
け
て
い
る
方
は
必

ず
補
強
、
改
良
な
ど
の
工
事
を
行
っ

て
下
さ
い
。

　

な
お
、
よ
う
壁
な
ど
を
築
造
す
る

と
き
は
事
前
の
許
可
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、

崖
崩
れ
防
止
等
に
関
し

て
、
勧
告
、
改
善
命
令
を

受
け
て
い
る
方
を
対
象

に
、
工
事
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い

ま
す
。

□問
 

開
発
指
導
課
11
７
０
９
・
０
５
６

９

　

本
年
４
月
に
文
部
科
学
省
主
催
の

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
で
、
「
ま
ち
だ
語
り
手
の
会
」
が

読
書
活
動
優
秀
実
践
団
体
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
、
５
月　

日
そ

２５

の
報
告
に
寺
田
市
長
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

「
ま
ち
だ
語
り
手
の
会
」
は
会
員
約

　

人
、
図
書
館
や
学
校
、
地
域
で
子
ど

７０も
た
ち
に
お
話
し
を
語
り
聞
か
せ
る
活

動
を　

年
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

２０

地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
市
教
育
委

員
会
の
推
薦
を
受
け
て
今
回
の
表
彰
と

な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
増
山
正
子
さ
ん
は
「
子
ど
も

が
読
書
習
慣
を
身
に
つ
け
る
の
に
は
、

ま
ず
お
話
を
聞
く
こ
と
か
ら
始
め
る
の

が
大
切
。
言
葉
を
心
地
よ
い
も
の
だ
と

感
じ
、
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら

ま
せ
て
物
語
を
楽
し
む
力
が
、
活
字
を

読
む
読
書
に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
」

と
語
り
、
寺
田
市
長
は
「
図
書
館
や
文

学
館
を
通
じ
て
、
行
政
と
し
て
も
読
書

環
境
の
整
備
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

道
路
は
市
民
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
都
市
基
盤
の
ひ
と
つ
で
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
も
高

く
、
毎
年
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

道
路
に
面
し
た
宅
地
等
の
生
け
垣
や

庭
木
の
枝
が
道
路
に
せ
り
出
し
て
い

る
と
言
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
枝
の
せ
り
出
し
は
、

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
道
路
標
識
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
を
見
に
く
く
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
危
険
で
す
。
特

に
、
雨
の
日
は
歩
行
者
が
傘
を
差
す
た

め
、
狭
い
道
路
で
は
通
行
し
に
く
く
な

る
上
、
視
界
も
狭
く
な
り
、
交
通
事
故

を
誘
発
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

樹
木
は
、
梅
雨
に
多
量
の
雨
が
降

り
、
気
温
が
上
昇
す
る
と
急
激
に
成
長

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
沿
い
に

生
け
垣
や
庭
木
が
あ
る
場
合
に
は
、
早

め
に
剪
定
し
て
、
通
行
の
妨
げ
や
危
険

を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□問
 

道
路
管
理
課
11
７
２
４
・
１
１
５
１

　

町
田
市
消
防
団
で
は
、
５
月　

日
１６

早
朝
に
、
東
海
地
震
等
の
大
災
害
に

備
え
、
町
田
消
防
署
の
協
力
の
も

と
、
震
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

午
前
６
時
に
町
田
市
で
震
度
５
強

の
地
震
が
起
こ
り
、
市
内
に
災
害
が

発
生
し
た
と
の
想
定
に
基
づ
き
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
役
所
に
設
置
さ
れ
た
消
防
団
本

部
か
ら
全
消
防
団
員
に
参
集
命
令
が

伝
達
さ
れ
、
市
内
の
火
災
発
生
場
所

に
出
動
し
ま
し
た
。
団
員
に
対
し
て

は
あ
ら
か
じ
め
日
時
は
知
ら
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
０
４
人
の

団
員
が
徒
歩
等
で
参
集
し
、
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
で
は
各
地
域
で
活
躍
す

る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

□問
 

防
災
課
11
７
２
４
・
２
１
０
７

　平成１６年第２回市議会定例会が６月７
日に開会されました。今議会には平成１６
年度予算など１２議案が提案されました。
　議案等の内訳は補正予算２件、条例７
件、契約２件、協定１件となっていま
す。会期は今月２８日までです。

　　

私
は
、
平
成
元
年　

月
よ
り
平
成
２
年
２
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
国
民
年

１２

金
に
未
加
入
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
が
初
め
て
市
長
選
挙
に
臨
む
べ

く
、
助
役
を
退
任
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
私
の
不
注
意
で
あ
り
、
市
民

の
皆
様
に
お
詫
び
し
ま
す
。

お
詫
び

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会がががががががががががががががががががががががががが開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会６月議会が開会
会期は２８日まで

補正予算な補正予算など１２議ど１２議案を審議案を審議

長
雨
や
集
中
豪
雨
の
季
節
で
す�

家
の
ま
わ
り
の
再
点
検
を�

　

市
長　

寺
田
和
雄

市役所に参集した消防団員

会の代表　増山正子さん（左から３人目）


